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図-3 名古屋都市圏の将来推計人口

図-4 世代人口割合の推移
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都市活動に起因する環境負荷として、住宅、

インフラ、旅客交通から発生するCO2排出量を

対象とする。CO2推計の概念図を図-5に示す。

図-5 CO2推計の概念図

a) 9:起<2"#$荷

住宅については、木造戸建て住宅（長屋建て

含む）とRC集合住宅に分類し、建設段階、維持

管理段階、運用段階、廃棄段階の環境負荷を求

める。

b) =>?@起<2"#$荷

インフラについては、市町村道、下水道、上

水道、集落排水、合併処理浄化槽に係る環境負

荷を対象とする。これら各インフラのライフタ

イムが概ね30～50年ということから、分析期間

である2050年までの間にそれぞれ1回ずつ更新

を行うと仮定する。

c) ABCD起<2"#$荷

国勢調査（2000年）や中京都市圏パーソント

リップ調査（2001年）の実績値を用いて、1人・

1 年あたりの原単位として整備する。その概念

図を図-6に示す。

図-6 交通活動起源環境負荷の概念図
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推計対象インフラは、環境負荷推計モデルと

同様に、市町村道、下水道、上水道、集落排水、

合併処理浄化槽とする。図-7に、市街地維持費

用推計の概念図を示す。

図-7 市街地維持費用推計の概念図

(３) QOL./678

QOL推計の概念図を図-8に示す。

図-8 QOL推計の概念図

居住者の生活環境の質は、公共・民間施設の

魅力度とその交通利便性、良好な居住空間の確

保、災害・犯罪からの安全性などに影響を受け
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1-2 研究"#$

以上のように戦後以来最も大きな社会経済システムの転換期を迎えている中

で、今後も持続可能な都市を構築していくためには、我々はどのようなビジョ

ンのもとにまちづくりを進めていけばよいのだろうか。

持続可能な都市については、その明確な定義があるわけではないが、ここで

は「自然環境を保全しながら低炭素な都市生活を営みつつ、安定した経済活動

と、安心・快適な生活を確保できる都市」と定義する。すなわち、都市の持続

可能性を環境、経済、社会（トリプルボトムライン：TBL）の 3 つの側面から捉

えるのである。

そのような考えのもとに、本研究は、TBL それぞれを時系列かつ詳細地区レベ

ルで総合的に評価できるシステムを構築し、地域の評価・分析を行うことで、

今後の都市構造のあるべき姿を展望しようとするものである。

なお、TBL の具体的な評価指標としては、環境評価指標に「都市活動に伴う

環境負荷」、経済評価指標に「市街地維持費用」、社会評価指標に「生活の質（QOL）」

を取り上げる（図 1-10）。

図 1-10 トリプルボトムラインの概念図

研究対象地域は、名古屋都市圏とする。これは、大都市は周辺の地方中核都

市や中小都市に居住・就業・交通などの都市機能が分散していおり、住民の生

活の範囲が行政区域を超えて広域化しているため、都市の持続可能性を評価す

るには近隣の自治体も含めた都市圏レベルで検討する必要があるからである。

また、将来都市構造のあり方を論じるにあたっては、長期的な視点が求めら

れるため、研究対象期間は、現在から約 40 年後の 2050 年までを対象とする。
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